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通所サービスを利用する虚弱高齢者は、入浴・食事・運動などの複合サービスを受給する。「食
事」は栄養状態の維持だけでなく、生きがいや楽しみとして精神的な満足感を得ることのできる
重要なサービスであるが、食事時に長い時間をかけていたり、食事を中断したりする虚弱高齢者
が見受けられる。特に嚥下障害を有する場合、食事時間が長くなる傾向がある。通所サービスで
は、昼食前に入浴や運動プログラムが設けられていることから、これらによって生じる疲労感が、
食事時間の延長につながり栄養状態の不良や食事の満足感に影響している可能性がある。また嚥
下障害を有する高齢者は有しない高齢者と比較して、主観的疲労感が、より強く食事に影響する
ことが推測されるが、明確ではない。 
そこで本研究の目的は、通所サービスを利用する虚弱高齢者を対象に、主観的疲労感の程度と
栄養状態、食事満足感との関連を検討することである。またその関係を嚥下障害を有する高齢者
に絞って検討することである。 
方法は介護老人保健施設を利用する高齢者 163 名を対象とし、2012 年 8 月から同年 10 月に調
査を実施した。主観的疲労感は、慢性的疲労感（FACIT-F）と 2 回分の昼食前と昼食後の一時的
疲労感（POMS）を調査した。平均値によって主観的疲労感の高い群と低い群の 2 群に分け、ま
た昼食後に疲労感が上昇する群と下降する群の 2 群に分けた。また、抑うつ、嚥下障害の有無等
を調査し、診療録より性別、年齢、介護度、BMI、アルブミン値等を得た。昼食時に食事時間を
測定し、主観的疲労感との関連を分析した。栄養状態の評価は、BMI＜18.5 もしくはアルブミン
値≦3.5 を不良群、BMI≧18.5 もしくはアルブミン値＞3.5 を示す対象者は良好群として 2 群に
分け、主観的疲労感やその他の要因との関連を分析した。また食事満足感は、食事の楽しさや美
味しさについて問うた 2 項目を設定し、主観的疲労感やその他の要因との関連を分析した。 
 その結果、条件を満たした対象者は 108 名（男性 46 名、女性 62 名）、年齢は 60～95 歳（平
均±標準偏差；77.9±8.9 歳）であった。栄養状態のデータが得られた 91 名中、栄養状態不良は
29 名（26.9%）、食事時間平均は 15.3±6.0 分であった。食事満足感平均は 3.9±1.7 点であった。 
食事時間は、食事前後の一時的疲労感の変化が有意に関連した（β= 0.28, p< 0.05）。栄養状態不
良のリスク要因は食事時間が長いこと（OR 1.18, 95%CI : 1.05 - 1.33）と、慢性的疲労感が高い
こと（OR 5.97, 95%CI : 1.68 - 21.3）が有意な関連を示した。嚥下障害リスク有り群においても
同様の結果となった。また慢性的疲労感のオッズ比は、全サンプル解析では 6.91 であったのに
対し、嚥下障害あり・疑い有群では 4.54 であった。食事満足感はどの要因とも関連はみられな
かった。 
 本研究の結論として、通所サービスを利用する虚弱高齢者において、主観的疲労感のうち食事
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前後の一時的疲労感の変化は食事時間を介し栄養状態と関連することが明らかになった。また主
観的疲労感のうち慢性的疲労感も同様に栄養状態と関連することが明らかになった。また嚥下障
害あり・疑い有群において、より強く慢性的疲労感が栄養状態と関連するとは言えなかったが、
慢性的疲労感は、栄養状態と関連することが示唆された。また主観的疲労感は食事の満足感には
関連しなかった。 
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